
　

「
常
盤
山
文
庫
名
品
展
２

　

「
常
盤
山
文
庫
名
品
展
２

０
１
８
―
墨
蹟
の
精
華
」
と

０
１
８
―
墨
蹟
の
精
華
」
と

題
し
た
展
示
会
が
７
月

題
し
た
展
示
会
が
７
月
1616
日

ま
で
鎌
倉
国
宝
館
で
開
か
れ

ま
で
鎌
倉
国
宝
館
で
開
か
れ

て
い
る

て
い
る
＝
写
真

＝
写
真
。

　

常
盤
山
文
庫
は
、
実
業
家

　

常
盤
山
文
庫
は
、
実
業
家

・
菅
原
通
濟
（
１
８
９
４
―

・
菅
原
通
濟
（
１
８
９
４
―

１
９
８
１
）
の
蒐
集
を
母
体

１
９
８
１
）
の
蒐
集
を
母
体

と
し
て
１
９
４
３
年
に
創
始

と
し
て
１
９
４
３
年
に
創
始

さ
れ
、
今
年
設
立

さ
れ
、
今
年
設
立
7575
周
年
周
年

を
迎
え
た
。
所
蔵
品
は
墨

を
迎
え
た
。
所
蔵
品
は
墨

蹟（
禅
僧
の
書
）、中
世
水
墨

蹟（
禅
僧
の
書
）、中
世
水
墨

画
、宋
代
の
工
芸
品
、
天
神

画
、宋
代
の
工
芸
品
、
天
神

画
像
を
４
本
柱
に
、
国
宝
２

画
像
を
４
本
柱
に
、
国
宝
２

点
、
重
要
文
化
財

点
、
重
要
文
化
財
2323
点
を
含

点
を
含

む
。
通
濟
は
居
所
で
あ
っ
た

む
。
通
濟
は
居
所
で
あ
っ
た

常
盤
山
（
鎌
倉
市

常
盤
山
（
鎌
倉
市

笛
田
）
の
名
を
冠

笛
田
）
の
名
を
冠

し
、
収
集
し
た
美

し
、
収
集
し
た
美

術
品
の
周
り
に
学

術
品
の
周
り
に
学

者
が
集
う
研
究
の

者
が
集
う
研
究
の

場
で
あ
っ
て
ほ
し

場
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
の
願
い
か
ら

い
と
の
願
い
か
ら

「
常
盤
山
文
庫
」

「
常
盤
山
文
庫
」

と
名
づ
け
て
蒐
集

と
名
づ
け
て
蒐
集

品
を
公
開
し
て
い

品
を
公
開
し
て
い

た
が
、
現
在
は
鎌

た
が
、
現
在
は
鎌

倉
国
宝
館
や
各
地

倉
国
宝
館
や
各
地

の
美
術
館
で
展
覧

の
美
術
館
で
展
覧

会
を
開
催
し
て
い
る
。

会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
日
本

　

今
回
の
展
示
で
は
、
日
本

と
中
国
の
禅
僧
の
墨
蹟
や
、

と
中
国
の
禅
僧
の
墨
蹟
や
、

禅
宗
に
関
連
の
深
い
天
神

禅
宗
に
関
連
の
深
い
天
神

像
、
香
合
な
ど

像
、
香
合
な
ど
4040
余
点
を
紹

余
点
を
紹

介
す
る
。

介
す
る
。

　

国
宝
は
、
死
期
を
悟
っ
た

　

国
宝
は
、
死
期
を
悟
っ
た

高
僧
清
拙
が
弟
子
の
た
め
に

高
僧
清
拙
が
弟
子
の
た
め
に

筆
を
と
っ
た
末
期
の
句
で
、

筆
を
と
っ
た
末
期
の
句
で
、

「
棺
割
の
墨
蹟
」
と
も
呼
ば

「
棺
割
の
墨
蹟
」
と
も
呼
ば

れ
る
「

れ
る
「
清せ

い
せ
い

拙せ
つ
せ
つ

正し
ょ
う

し
ょ
う

澄ち
ょ
う

ち
ょ
う

墨
蹟　
墨
蹟　

遺ゆ

偈い
げ
い
げ

」（
前
期
の
み
）
と
、

」（
前
期
の
み
）
と
、

「
馮ふ

う
し
し
ん

ふ
う
し
し
ん

子
振
子
振
墨
蹟　
墨
蹟　

易え
き
え
き

元げ
ん
き
つ
か
ん

げ
ん
き
つ
か
ん

吉
巻
吉
巻

跋ば
つ
ば
つ

」
の
２
点
。
馮
子
振
墨
蹟

」
の
２
点
。
馮
子
振
墨
蹟

が
横
長
で
大
幅
な
た
め
、
床

が
横
長
で
大
幅
な
た
め
、
床

に
合
わ
な
い
の
で
切
断
す
る

に
合
わ
な
い
の
で
切
断
す
る

こ
と
を
相
談
さ
れ
た
千
利
休

こ
と
を
相
談
さ
れ
た
千
利
休

が
、「
現
状
の
ま
ま
が
よ
い
、

が
、「
現
状
の
ま
ま
が
よ
い
、

切
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
助

切
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
助

言
し
た
と
さ
れ
る
書
状
も
展

言
し
た
と
さ
れ
る
書
状
も
展

示
さ
れ
、
墨
蹟
伝
来
の
一
端

示
さ
れ
、
墨
蹟
伝
来
の
一
端

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

建
長
寺
開
山
・
蘭
渓
道

　

建
長
寺
開
山
・
蘭
渓
道

隆
、
円
覚
寺
開
山
・
無
学
祖

隆
、
円
覚
寺
開
山
・
無
学
祖

元
、
浄
智
寺
開
山
・
大
休
正

元
、
浄
智
寺
開
山
・
大
休
正

念
ら
の
筆
跡
は
、
そ
の
人
と

念
ら
の
筆
跡
は
、
そ
の
人
と

　

梅
雨
の
晴
れ
間
、
材
木
座

　

梅
雨
の
晴
れ
間
、
材
木
座

海
岸
に
行
っ
た
。
海
の
家
の

海
岸
に
行
っ
た
。
海
の
家
の

建
築
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

建
築
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
て
い
た
。

れ
て
い
た
。

　

二
人
の
若
者
が
パ
ネ
ル
を

　

二
人
の
若
者
が
パ
ネ
ル
を

運
ん
で
い
る
。
年
配
の
ド
ラ

運
ん
で
い
る
。
年
配
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
ミ
ニ
ユ
ン
ボ
を
操

イ
バ
ー
が
ミ
ニ
ユ
ン
ボ
を
操

っ
て
い
る
。
こ
の
小
さ
な
力

っ
て
い
る
。
こ
の
小
さ
な
力

持
ち
を
一
度
、
運
転
し
て
み

持
ち
を
一
度
、
運
転
し
て
み

た
い
も
の
だ
。
こ
こ
は
テ
ー

た
い
も
の
だ
。
こ
こ
は
テ
ー

マ
パ
ー
ク
よ
り
ワ
ク
ワ
ク
す

マ
パ
ー
ク
よ
り
ワ
ク
ワ
ク
す

る
。
な
ぜ
っ
て
、
み
ん
な
が

る
。
な
ぜ
っ
て
、
み
ん
な
が

一
つ
の
目
的
を
持
っ
て
協
力

一
つ
の
目
的
を
持
っ
て
協
力

し
て
い
る
ん
だ
も
の
。

し
て
い
る
ん
だ
も
の
。

　

ぺ
こ
ん
と
へ
こ
ん
だ
若
者

　

ぺ
こ
ん
と
へ
こ
ん
だ
若
者

た
ち
の
腹
、
材
木
の
先
を
に

た
ち
の
腹
、
材
木
の
先
を
に

ら
む
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ま
っ
す

ら
む
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ま
っ
す

ぐ
な
視
線
。
棟
に
す
っ
く
と

ぐ
な
視
線
。
棟
に
す
っ
く
と

立
つ
職
人
。

立
つ
職
人
。

　

働
く
奴
は
美
し
い
。

　

働
く
奴
は
美
し
い
。

　

水
彩　

　

水
彩　

3131
×
4141
㎝

　

第

　

第
6161
回
逗
子
海
岸
花
火
大

回
逗
子
海
岸
花
火
大

会
が
６
月
１
日
開
催
さ
れ

会
が
６
月
１
日
開
催
さ
れ
＝

写
真
写
真
、
約
、
約
1010
万
５
千
人
の
人

万
５
千
人
の
人

出
で
に
ぎ
わ
っ
た
（
主
催
者

出
で
に
ぎ
わ
っ
た
（
主
催
者

発
表
）
。

発
表
）
。

　

逗
子
市
の
財
政
難
か
ら

　

逗
子
市
の
財
政
難
か
ら

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た

今
年
の
大
会
だ
っ
た

今
年
の
大
会
だ
っ
た

が
、
市
民
ら
が
立
ち

が
、
市
民
ら
が
立
ち

上
げ
た
実
行
委
員
会

上
げ
た
実
行
委
員
会

が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
や
リ
ス
ト

デ
ィ
ン
グ
や
リ
ス
ト

バ
ン
ド
の
販
売
、
募

バ
ン
ド
の
販
売
、
募

金
な
ど
で
資
金
集
め
を
し
、

金
な
ど
で
資
金
集
め
を
し
、

企
業
の
特
別
協
賛
を
得
て
開

企
業
の
特
別
協
賛
を
得
て
開

催
に
至
っ
た
。

催
に
至
っ
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
メ
ッ

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
花
火
や
夜
空
に
は
じ

セ
ー
ジ
花
火
や
夜
空
に
は
じ

け
る
大
迫
力
の
花
火
と
音
楽

け
る
大
迫
力
の
花
火
と
音
楽

の
コ
ラ
ボ
な
ど
が
大
会
を
盛

の
コ
ラ
ボ
な
ど
が
大
会
を
盛

り
上
げ
、
観
客
か
ら
大
き
な

り
上
げ
、
観
客
か
ら
大
き
な

拍
手
が
起
こ
っ
た
。

拍
手
が
起
こ
っ
た
。

1010
万
５
千
人
が
満
喫

万
５
千
人
が
満
喫

逗
子
海
岸
花
火
大
会

逗
子
海
岸
花
火
大
会

な
り
を
見
て
も
ら
お
う
と
各

な
り
を
見
て
も
ら
お
う
と
各

寺
所
蔵
の
肖
像
画
な
ど
と
共

寺
所
蔵
の
肖
像
画
な
ど
と
共

に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

天
神
像
は
束
帯
姿
の
も
の

　

天
神
像
は
束
帯
姿
の
も
の

の
ほ
か
、
肩
か
ら
袈
裟
袋
を

の
ほ
か
、
肩
か
ら
袈
裟
袋
を

提
げ
、
梅
の
枝
を
持
つ
渡
唐

提
げ
、
梅
の
枝
を
持
つ
渡
唐

天
神
像
や
、「
怒
り
天
神
」

天
神
像
や
、「
怒
り
天
神
」

と
い
わ
れ
る
荏
柄
天
神
の
天

と
い
わ
れ
る
荏
柄
天
神
の
天

神
像
の
紹
介
も
。

神
像
の
紹
介
も
。

　

７
月
７
・

　

７
月
７
・
1414
日
（
土
）
午

日
（
土
）
午

後
２
時
〜
学
芸
員
に
よ
る
列

後
２
時
〜
学
芸
員
に
よ
る
列

品
解
説
が
あ
る
。

品
解
説
が
あ
る
。

　

鎌
倉
国
宝
館
☎
０
４
６
７

　

鎌
倉
国
宝
館
☎
０
４
６
７

・
2222
・
０
７
５
３　

・
０
７
５
３　

　

鎌
倉
の
夏
の
定
番
「
納
涼
う
ち
わ
」
が
、

　

鎌
倉
の
夏
の
定
番
「
納
涼
う
ち
わ
」
が
、

６
月
中
旬
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
市

６
月
中
旬
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
市

観
光
協
会
が
１
９
７
７
年
か
ら
製
作
を
始

観
光
協
会
が
１
９
７
７
年
か
ら
製
作
を
始

め
、
毎
年
、
鎌
倉
ゆ
か
り
の
画
家
が
絵
柄
を

め
、
毎
年
、
鎌
倉
ゆ
か
り
の
画
家
が
絵
柄
を

手
が
け
て
い
る
。

手
が
け
て
い
る
。

　

4343
作
目
の
今
年
は
日
本
画
家
中
島
千
波
さ

作
目
の
今
年
は
日
本
画
家
中
島
千
波
さ

ん
の
「
あ
さ
が
お
」
。
ピ
ン
ク
の
大
輪
の
花

ん
の
「
あ
さ
が
お
」
。
ピ
ン
ク
の
大
輪
の
花

が
い
か
に
も
涼
し
げ
だ
。

が
い
か
に
も
涼
し
げ
だ
。

　

竹
製
、手
作
り
で
１
本
３
５
０
円
。毎
年
好

　

竹
製
、手
作
り
で
１
本
３
５
０
円
。毎
年
好

評
で
発
売
ま
も
な
く
完
売
す
る
の
で
、
今
年

評
で
発
売
ま
も
な
く
完
売
す
る
の
で
、
今
年

は
１
万
７
千
本
製
作
。同
協
会
事
務
所
、鎌
倉

は
１
万
７
千
本
製
作
。同
協
会
事
務
所
、鎌
倉

駅
東
口
観
光
総
合
案
内
所
な
ど
で
販
売
。
問

駅
東
口
観
光
総
合
案
内
所
な
ど
で
販
売
。
問

合
せ
同
協
会
☎
０
４
６
７
・

合
せ
同
協
会
☎
０
４
６
７
・
2323
・
３
０
５
０

・
３
０
５
０

　

鎌
倉
の
町
並
に
あ
っ
た
家

　

鎌
倉
の
町
並
に
あ
っ
た
家

づ
く
り
を
め
ざ
す
戸
井
田
工

づ
く
り
を
め
ざ
す
戸
井
田
工

務
店
企
画
の
連
続
セ
ミ
ナ

務
店
企
画
の
連
続
セ
ミ
ナ

ー
。
４
月
か
ら
月
１
回
、
そ

ー
。
４
月
か
ら
月
１
回
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
家
づ
く

れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
家
づ
く

り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

７
月

　

７
月
2121
日
の
第
４
部
で

日
の
第
４
部
で

は
、
税
理
士
が
お
金
に
関
す

は
、
税
理
士
が
お
金
に
関
す

る
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝

る
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
ま
す
。「
消
費
税
が
上
が
る

え
ま
す
。「
消
費
税
が
上
が
る

前
に
家
を
購
入
し
た
い
」「
先

前
に
家
を
購
入
し
た
い
」「
先

祖
代
々
の
不
動
産
を
相
続
で

祖
代
々
の
不
動
産
を
相
続
で

手
放
し
た
く
な
い
」「
何
も

手
放
し
た
く
な
い
」「
何
も

し
て
い
な
い
土
地
建
物
を
活

し
て
い
な
い
土
地
建
物
を
活

用
し
た
い
」
―
こ
ん
な
方
に

用
し
た
い
」
―
こ
ん
な
方
に

お
勧
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

お
勧
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

７
月

　

７
月
2121
日
（
土
）
午
前

日
（
土
）
午
前
1010

時
、
鎌
倉
商
工
会
議
所
会
館

時
、
鎌
倉
商
工
会
議
所
会
館

（
御
成
町
）
。
参
加
無
料
、

（
御
成
町
）
。
参
加
無
料
、

要
事
前
申
込
。申
込
・
問
合
せ

要
事
前
申
込
。申
込
・
問
合
せ

　

戸
井
田
工
務
店　

鎌
倉
市

　

戸
井
田
工
務
店　

鎌
倉
市

大
町
５
―
５
―
９
☎

大
町
５
―
５
―
９
☎ 

０
４
０
４

６
７
・

６
７
・
2424
・
７
７
７
７
、
メ

・
７
７
７
７
、
メ

ー
ル　ル　

info@
kam
akura-

info@
kam
akura-

standard.com
standard.com

1212
「
働
く
人
」

黒
川　

明

連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
７
回

連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
７
回

第
４
部　

第
４
部　

こ
れ
か
ら
の〝
お
金
〞と

こ
れ
か
ら
の〝
お
金
〞と

〝
リ
フ
ォ
ー
ム
〞、〝
家
づ
く
り
〞勉
強
会

〝
リ
フ
ォ
ー
ム
〞、〝
家
づ
く
り
〞勉
強
会

〜
快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る

〜
快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る

 

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
〜

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
〜

〜
知
っ
て
得
す
る
３
つ
の
税
対
策
〜

〜
知
っ
て
得
す
る
３
つ
の
税
対
策
〜

鎌倉で
「木」と
暮らす

墨
蹟
や
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木
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納涼うちわ 今夏は納涼うちわ 今夏は「あさがおあさがお」
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2018年2018年

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０１８年（平成３０年）７月１日 第472号 1部　108円 （８）


